
 
 

 

 

毎朝 30人以上に「挨拶してもらう」にはどうしたらいい？ 
 朝、職員室前に立ち、7時 40分の昇降口開錠と共に、登校した生徒を迎えるよ

うにしています。豊岡中生の殆どは、毎回元気な挨拶を返してくれます。「生徒の

挨拶によって、こんなにも気持ちが元気なるのだ」ということ実

感しています。本当にありがとう。 

 自分が挨拶をする際、気を付けていることは「おはよう」では

なく、できるだけ生徒の顔を見ながら「おはようございます」ま

でしっかり言うことです。 

 一方、生徒の挨拶の仕方は様々で、近くまで来たら挨拶をする生徒、遠くから挨

拶する生徒、立ち止まって礼をしながら挨拶する生徒、大きな声で挨拶する生徒、

聞き取れない声で挨拶する生徒、言葉は返ってこなくても「ぺこっ」と会釈する生

徒、満面の笑みで挨拶する生徒等、生徒によって百人百様の挨拶が見られます。 

 １階で挨拶しているので、１年生が教室に入るときの様子も何となく把握できま

す。毎日３人で登校してくるある女子生徒たちは、自分の前でも素晴らしい挨拶を

してくれますが、教室に入るときは一層大きな声で挨拶をして入室しています。同

様に男子生徒の中にも大変大きな声で入室している生徒がいます。 

 ある先生は、年度始めの学級活動の際に、「明日の朝、30人以上の人に挨拶を

してもらいなさい」という指示をしてきたそうです。子供たちは最初、キョトンと

するようですが、次第に、自分が挨拶を「してもらう」ためにはどうしたらいいか

を考え、「してもらう」ためには「まず、自分からすることが大事」であることに

気付くようになるとのことです。 

同時に、自分から挨拶をしても無視されることがあることを体験し、無視される

と不快な思いをすることも実感するのだそうです。 

 たしかに、挨拶が返ってこないときは、心が沈みます。「なぜ？どうして？」と

いう疑問が頭の中を駆け巡ります。これには、自分の中高時代、年下の者が年上に

挨拶することを徹底して叩き込まれてきたことも一因しています。挨拶は自分から

して当たり前。自分からしない挨拶は考えられない世界で育ってきたことが大きい

です。最近では、全員がマスクをしているため、口の動きや細かな表情が見えず困

ることもあります。こちらが挨拶をしても、返ってこないと思ったのは、もしかし

たら耳が遠くなっている自分がいるのかもしれません。 

 コロナ禍の中では、飛沫が飛ぶような大きな声、至近距離での会話は御法度で

す。感染拡大防止を意識すれば、挨拶も工夫が必要なのかもしれません。 

 しかし、人とのつながりや互いに支え合う環境づくりを考えると、心の結び付き

をどのように保っていくのか、支え合う雰囲気づくりをどうのように創り上げてい

くのかは一層重要になっていくような気がします。 

 最後に挨拶の｢挨｣は｢押す｣という意味があり、｢拶｣は｢迫る｣という意味がありま

す。まずは自分から心を開いていく気持ちが大切なのかもしれません。このような

時だからこそ、地域や家庭、学校内での挨拶のあり方を意識してみましょう。 
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生徒会企画「コロナに負けるな川柳」結果発表 
去る６/26(金)に生徒会で全校生徒・教職員に向け「コロナに負けるな川柳」を募集

し、その結果発表が昼の放送でありました。現在、川柳作品は、昇降口から２階へ向かう

階段に３列で掲示されています。一人一人の表現に目を通していくと、それぞれの思いが

沢山詰まっていました。入賞作品を下に紹介します。 
 

【会 長 賞】 コロナでも 心はみんな 同じはず    <鈴木 逸斗さん>2-3 

【副会長賞】 コロナという 厚き壁を 討ち破れ    <船渡  峻さん>3-3 

【副会長賞】 全員が コロナ予防の ヒーローだ    <鈴木 琉加さん>2-3 

【シンジャー賞】 友達と 離れて気づく あたたかさ  <大澤佑津奈さん>2-1 

【ブラック賞】 なかぬなら 殺してしまえ コロナギス <渡瀬 唯斗さん>3-2 

【先 生 賞】 ステイホーム みんなのホームは 豊岡中 <生熊 成美先生> 
  

入賞された皆さん、おめでとうございました。残念ながら賞には入らなかったものの、

校長が個人的に心惹かれた川柳も紹介させていただきます。 

☆ 消させない 我等の青春 コロナには        <田中 真音会長>3-3 

☆ ウイルスは みんなと同じ 生物だ           <水谷 琉香さん>1-3 

☆ 見えぬ敵 打ち勝つみんなが コロナ世代        <小林 周平先生> 

☆ 三密を 意識しながら 親密に             <亀井 麻子先生> 

☆ あんみつは食べたい 三密は避けたい          <松下 文彦先生> 
 

コロナへ立ち向かう心意気や共生の概念、ちょっと先の未来(歴史)、ウイルスとの向き

合い方など、その人となりがでている表現がよかったので紹介させていただきました。 
 

７月の行事予定  
 
７/１(水)３年進路講座・修学旅行説明会、生徒会選挙公示、【完全下校 18:30】 

６(月)～10(金)合唱曲選曲、 

７(火)健康の日 

８(水)尿検査３次、生徒会礼(放送)  
８(水)～16(木)学習 week 

   10(金)漢字検定：放課後 16:45～ 

14(火)1年生心電図検査(図書室) 

   16(木) 期末テスト５教科  

   17(金) 期末テスト技能教科 

   19(日)３年生メモリアルマッチ【野球・男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ・女子ﾊﾞﾚｰ・女子卓球・剣道】 

20(月)～22(水)朝：選挙運動、 

  22(水)【Ｂ日課】静西教育事務所訪問のため６時間授業、完全下校 15:30 

23(木)海の日   ３年生メモリアルマッチ 

        【サッカー・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ・女子ﾊﾞｽｹｯﾄ・男子卓球・陸上・水泳】 

24(金)スポーツの日 

  27(月)～8/3日(月)【Ｂ日課５時間】三者面談、完全下校 16:45 

29(水)生徒会立会演説会・会長選挙、30(木)副会長選挙 

 ８/３(月)【Ｂ日課５時間】三者面談最終日、完全下校 16:45 

４(火)【Ｂ日課６時間】第 4校時終業式・表彰・後期生徒会長・副会長任命、完全下校 15:40 
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